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本園は、金城大学及び金城大学短期大学部との連携を密にし、大学教員ス
タッフや学生と連携しながら様々な活動を実施したり、大学行事への参加も
積極的に行ったりしています。「あそびの中に学びがある」をモットーに「幼児
期にしかできない」「幼児期だからこそ思いきりさせてあげたい」あそび・経験
を大切にし、その中で学び、成長する一人ひとりの姿を大切にしています。

金城大学附属西南幼稚園
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園長  太田淳子

2025（令和7）年5月1日現在

1976（昭和51）年 　石川県松任市（現在白山市）が松任市立西南幼稚園を創設

1979（昭和54）年 　金城学園が管理運営業務を受託

2008（平成20）年 　白山市から移管を受け、金城大学附属西南幼稚園として開園

2012（平成24）年 　石川県幼稚園教育理解推進事業公開保育研究協議会を実施

沿革

一人ひとりの個性を伸ばしながら、
人間形成の基礎を養い、
自主的にあそべる子どもを目指す。

教育目標

卒園児数累計（令和6年度含む）1,264人
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全国大会での主な活躍　2024（令和6）年度～ 2025（令和7）年5月
卓球部（男子）

卓球部（女子）

バトントワリング部

駅伝競走部（男子）

吹奏楽部

ｅスポーツ部

ボクシング競技

自転車競技

全国高校総合体育大会　学校対抗　第２位
　　　　　　　　　　　シングルス　第３位・ベスト８
全国高校選抜大会　学校対抗　第５位

全国高校総合体育大会　学校対抗　第３位
　　　　　　　　　　　ダブルス　ベスト16
国民スポーツ大会　都道府県対抗　ベスト16
全国高校選抜大会　学校対抗　ベスト16

JAPANCUP2024　バトントワリング高校部門　第２位
第52回バトントワーリング全国大会　高等学校の部バトン編成　金賞

全国高校総合体育大会　5000m　出場
　　　　　　　　　　　3000mSC　出場
全国高等学校駅伝競走大会　出場

第52回マーチングバンド全国大会　銅賞

全日本 eスポーツ選手権リーグ・オブ・レジェンド　ベスト16
U19eスポーツ選手権2024　ベスト８

全国高校選抜大会　女子ライトフライ級　第５位

全国高校選抜大会　女子スプリント　第４位
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新学生寮「遊正寮」
旧金城幼稚園跡地に新学生寮「遊正寮」が完成。卓球部（男子）、サッカー部、硬式野球部、駅伝競走部（男子）
の新入生が入寮し、新しい生活が始まりました。

卓球部（男子）
全国高校総体（長崎インターハイ）学校対抗の決勝において、強豪校である愛知工業大学名電高校と対戦
し、悲願の初優勝まであと一勝に迫る激戦を繰り広げました。

合唱部
全国高等学校野球選手権石川大会開会式で行われる「栄冠は君に輝く」、「国歌」独唱に、石川県高等学校声
楽コンクールで優秀な成績を収めた合唱部の生徒（3年生女子）が選ばれました。澄んだ美しい歌声は来場者
に感動を与えました。

フランス姉妹校訪問
11月12日から22日まで、生徒8名と教員2名でフランスの姉妹校ノートルダム・サン＝シジスベール校を訪問

しました。訪問では、オンラインで交流を深めてきた生徒たちと直接対面し、コミュニケーションを図ることがで
きました。また、姉妹校の生徒宅でのホームステイを体験し、生活習慣、考え方、価値観の違いを肌で感じること
ができました。

Topics

令和６年度から「混合クラスの中で異年齢の子どもたちが年齢の枠を超えて学び合い、成長していく。」を園の
重点目標と定め、どのような経験や環境が必要かを模索し、子どもたちの主体性を生かした教育を実践していま
す。様々な生活の場で、異年齢児が関わり合うことで、お互いを思いやる心も育まれ、絆が深まりました。

Topics

９月に遊学館高校のサッカーグラウンドで、サッカー部監督や職員の方々の指導のもと、サッカー交流を実施
しました。園児たちは、初めての体験に終始楽しみ、汗を流しました。
また、12月には遊学館高校体育館にて、吹奏楽部の素敵な演奏を聴き、生徒との交流を楽しみました。　

大学・短期大学部の各分野専門の教員が講師となる「わくわくタイム」では、アート、音楽、英語、体育等の各分
野の活動を通して、思考力や想像力、豊かな感性を育み、子どもたちの良い刺激となる活動を実施しました。ま
た、大学の教員による「家庭でできる防災について」の講演会を保護者も交え実施し、いつ起こりうるかわからな
い災害についての学びを深めました。


